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調剤システムで検出した抗インフルエンザ薬処方数の動向と国立感染症研究所

のインフルエンザ発生動向とを比較解析したところ、極めて高い相関あり。

（患者数） （調剤数）

３．事業要素－調剤情報共有システム（3）
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（感染症情報センターの長崎県感染症発生動向調査速報、国立感染症研究所の感染症発生動向調査週報より作成）

2015年度より医師会、薬剤師会、教育委員会、保育関連団体、社会福祉団体等

に所属する関係者にリアルタイムで情報を提供

３．事業要素－調剤情報共有システム（4）
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４．事業内容－ダッシュボードの開発

⚫これまでの訪問指導

重複受診：同月内に同一疾病で2箇所以上の病院を3ヶ月以上継続受診

頻回受診：同月内に同一疾病で実日数10日以上受診

多 受 診：同月内に様々な疾病で4箇所以上の病院を2ヶ月以上継続受診

重複投与：同一薬剤又は同様効果・効能の薬を2箇所以上の医療機関から処方

以上の条件で、複数医療機関からレセプトがあがっている全住民の中から

担当者が目視でレセプトデータを確認の上で、対象者を抽出のうえで訪問

【対象者の抽出に時間を要している】

介入対象者を抽出し、個別介入タイミング調整と担当者への通知、具体的

介入方法の提案により介入業務を支援するダッシュボードを開発
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５．今後の取り組み－生活習慣病予防

⚫生活習慣病の発症・重症化予防システムの開発

•健診データと調剤情報とを連結させることで、生活習慣病予備群や重症化高
リスク群、未治療群（未受診者、治療中断者）を抽出し、適切な予防・医療
につなぐ体制を構築する。

•健診結果から受診勧奨する体制は既に構築されているが、健診結果に調剤情
報を連結させ解析することで未治療群を確実に抽出することが可能となる。

•この情報を五島市から本人と医療関係者に提供し、適切な予防、医療に繋ぐ
システムを確立させる。

【糖尿病性腎臓病重症化予防】

• 早期介入により人工透析への移行を抑制することで、医療費の削減に大きな
効果が見込まれる。（人工透析 500～600万円/年間医療費）
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ご清聴ありがとうございました

ビッグデータ 【 big data 】

ビッグデータとは、従来のデータベース管理システムなどでは記録や保管、解析が難しいような巨大なデータ群。明確な定義があるわけ
ではなく、企業向け情報システムメーカーのマーケティング用語として多用されている。

多くの場合、ビッグデータとは単に量が多いだけでなく、様々な種類・形式が含まれる非構造化データ・非定型的データであり、さらに、
日々膨大に生成・記録される時系列性・リアルタイム性のあるようなものを指すことが多い。今までは管理しきれないため見過ごされてき
たそのようなデータ群を記録・保管して即座に解析することで、ビジネスや社会に有用な知見を得たり、これまでにないような新たな仕組
みやシステムを産み出す可能性が高まるとされている。

（「ＩＴ用語辞典／ビッグデータ」より）
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